


　地域区分の見直しは、現行の区分は1981～ 1995 年の外気温等のデータで設定していたが、最新の外気温等
のデータ（1981～ 2010 年）を各地域の標高の影響を加味して補正した値に基づき見直す。その際、旧市町村区
域に対して設定している現行の地域区分を、市町村の意見を踏まえた上で、現状の市町村区域単位で設定する。

　小規模住宅が「説明義務制度」の創設によって
規制対象となることから、省エネ基準への適合が
困難な場合がある伝統的構法を用いた住宅など
『地域の気候及び風土に応じた住宅』に該当する
場合に省エネ基準を合理化。地域の気候及び風土
に応じた特徴を備えていることで、「外皮基準へ
の適合が困難な仕様」を告示に定める。所管行政
庁は、仕様の追加・強化など、各地域の気候や風
土に応じた要件を設定できることとする。
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　簡易評価法について国交省・経産省の審議会は、説明義務制度によって「戸建住宅・小規模建築物についても
省エネ性能の評価が必要となり、これらの生産を担っている中小工務店等を念頭に、簡易に省エネ基準への適否
が判断出来るよう、断熱材、窓、設備の仕様のみの情報で計算できる簡易な手法を構築することが必要」としている。
　ただし、検討委員からは「本来は正しい方法にて計算するものであり、安易な方向に流れないように誘導すべき」
といった意見も出されていた。そのため、今後、住宅の省エネ性能の簡易計算だけでなく、詳細計算への習熟に
向けた建築士等への講習会等の取り組みを進めていくとしている。

断熱材、窓、設備のデータだけで省エ
ネ性能を計算できる簡易な手法を導入

           戸建住宅の簡易な省エネ性能評価方法（一次エネルギー消費量）簡易計算シートのイメージ
～６地域、連続暖房（ルームエアコン）の例～

戸建住宅の簡易な省エネ性能評価方法（外皮性能）簡易計算シートのイメージ



Information 

 

キタケイの提供するプライベートブランド 

環境・ぬくもり・素材をテーマとした各種住宅資材  " スプロートユニバーサル "  

企画・製造から販売までトータルにプロデュースし、心からご満足いただける住まいづくりをバックアップします 
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